
令和６年度　目標達成に向けた取組の管理シート  

施設名

基本理念

中間報告（９月末時点） 期末報告(３月末時点)

取組項目
目標を達成するための、具体的な方法、手段、ス
ケジュール等

・４～９月における進捗状況(活動実績・課題等)
・10～３月に向けた取組等

・10～3月における進捗状況(活動実績・課題等)
・その取組による効果(達成できなかった理由等)
・次年度に向けた引継事項等

①
具
体
的
目
標

・病床利用率の向上。
目標　平均病床稼働数60床（稼働率63％）
・(仮称)バックベッド登録システムの導入検討。
・地域包括ケア病床の増床及び4病棟の効率的な
運用検討。

②
課
題
・
特
記
事
項
等

コロナ終息後の病院運営に変革しつつ、2病棟体
制で一定の患者数を受け入れながら、安定した経
営が可能な病院を目指す。

①
具
体
的
目
標

・リハビリテーション、健診及び訪問看護の拡大、
効果的な体制の検討・実施。
(強化型訪問看護ステーション導入検討含む)

②
課
題
・
特
記
事
項
等

当院の今後の方向性や役割から、強化・拡大して
いく医療機能について、当該部門等で課題を整理
し、当該部門及びプロジェクトチーム等において機
能強化の取組を進める。

【病院全体】
・平均病床稼働数51.0床、(稼働率53.7%)
・全医師との院長面談を7月までに実施
・4病棟稼働率の向上(R5 16.1%→R6 38.1%)
【診療部】
・救急車受入れ497件
・日当直時のバックアップ医の配置促進
・救急応需率の増　4月 70.8%→9月 80.0%
【医療連携室】
・連携だよりの発行（2回）
・関係機関訪問　38ヵ所
・地域医療連携パス会議出席　2回
【健診センター】
・要医療者への受診勧奨実施　受診率26％
 （164件中43件受診）

(1)活動実績　4月～3月
【病院全体】
・平均病床稼働数52.7床、(稼働率55.5%)
・4病棟稼働率の向上(R5 25.8%→R6 38.4%)
・バックベッド登録者数　4人/1医療機関
【診療部】
・救急車受入れ1,032件
・救急応需率の増　R5 60%→R6 67.8%
【医療連携室】
・連携だよりの発行（4回）
・関係機関訪問　56ヵ所
・地域医療連携パス会議出席　6回
【健診センター】
・要医療者への受診勧奨実施　受診率33％
 （521件中171件受診）
(2)次年度に向けた取組み等
・次年度は、内科の常勤医が減り夜間休日の
受入れが困難になることが予想されることか
ら、平日日中の受入れ手順を見直す必要があ
る。

医療機能強化の対
策

【病院全体】
・強化型訪問看護ステーションの導入検討。
【リハビリテーション技術科】
・リハビリ単位数の増加。
　目標　昨年度実績の1.2～1.5倍
・訪問リハビリの充実。
【健診センター】
・プチ健診(単独検査)の導入。
　目標　年間300件、10,000千円
【訪問看護ステーション】
・訪問看護件数の増加と訪問看護単価の安定。
　目標　昨年実績以上

【病院全体】
・今年度において、訪問看護ステーションの人員
減が見込まれるため、人員確保が喫緊の課題。
拡大や強化型の導入の検討は困難な状況。
【リハビリテーション技術科】
・単位数　9,422単位（R5 5,961）58%増
・訪問リハビリ　456件（R5 355）28%増
【健診センター】
・プチ健診　200件　5,360千円
【訪問看護ステーション】
・件数　3,090件（R5 2,751）12%増
・単価　概ね前年度並

(1)活動実績　4月～3月
【リハビリテーション技術科】
・単位数　18,762単位（R5 12,796）47%増
・訪問リハビリ　829件（R5 672）23%増
【健診センター】
・プチ健診　418件　10,352千円
【訪問看護ステーション】
・件数　5,642件（R5 5,411）4.6%増
・単価　概ね前年度並
(2)次年度に向けた取組み等
・リハビリテーション技術科は人員増により
大幅な単位数増、訪問リハビリも件数増と
なった。
・健診センターでは、健診日を週３日から週
４日に増やし、一般健診を拡大する予定。

奥州市総合水沢病院

市民の健康を支える面倒見のいい病院

今年度の取組項目とその具体的目標等

①具体的目標(何のために、どのような状態にするのか、
何をしたいか簡潔に記載)
②課題、特記事項等

患者数増加の対策

【病院全体】
・バックベッド登録システムの導入検討。
・地域包括ケア病床の増床及び4病棟の効率的な
運用検討。
・院長と各診療科長との面談の定例実施。
【診療部】
・救急車受入れ800件/年以上、救急車お断り理由
報告書提出率100％を目標。
・可能な限り夜間休日のバックアップ医を配置す
る。
・外来患者、紹介患者及び救急受入の増加に努
める。
【医療連携室】
・連携だよりの発行（年４回）
・渉外活動としての関係機関訪問
・地域医療連携パス会議への出席（年３回）
【健診センター】
・要医療者への受診勧奨リーフレット、はがきの見
直し　(受診率目標30→33%へ)



令和６年度　目標達成に向けた取組の管理シート

まごころ病院

中間報告（９月末時点） 期末報告(３月末時点)

取組項目
目標を達成するための、具体的な方法、手段、スケ
ジュール等

・４～９月における進捗状況(活動実績・課題等)
・10～３月に向けた取組等

・10～3月における進捗状況(活動実績・課題等)
・その取組による効果(達成できなかった理由等)
・次年度に向けた引継事項等

①
具
体
的

目
標

・入院収益を向上させるために病床利用
率75％を目指す・（1日36名以上の入院）

・市内医療機関へ入院患者受け入れ案内を連携室か
ら送付する。
・紹介率を上げるため、他の医療機関へ当院の病床
利用率等の情報提供頻度を増やす。（週1回等）
・内科医師の受持ち患者数の平準化を図る。
・在宅患者家族やケアマネージャーに対し、レスパイト
入院を案内する。

週に1回定期的に行っている。 ・週1回、胆江のみならず、中部、磐井の圏域にも
入院患者の受入可能数をファックスで案内してお
り、中部病院、磐井病院からの紹介もいただいてい
る。

・ショートステイで対応可能な人が大半で、レスパイ
ト入院に至らないケースが多かった。

・連携パス患者の受け入れを増やすために他院との
連絡を密にする。

胆沢病院からの脳外科撤退を受け、他の県立病院
（中部、磐井）からの受け入れを始めた。

・他の医療圏の連携パス会議連携パス会議への参
加を開始した。

・ベッドコントロールスタッフ（病棟師長、リハ担当、退
院支援担当）に、主治医の退院指示の下、退院日程
を任せる。

患者の状態に応じて十分な療養期間を設けること
を心掛け、患者の回復に応じて退院をさせている。

・地域包括ケア会議を毎週開催し、ベッドコントロー
ルを続けている。

・院内クラスター発生防止のため感染対策を徹底す
る。

徹底している。

・糖尿病等の教育入院を患者や家族等にすすめる。 教育入院の増加には至っていない。
・心不全等の増悪予防のために治療内容の見直し入
院をすすめる。

少数ではあるが入院が増えている。

・病床利用率を可視化して、全ての部署で運営状況を
共有し、効率的運用を図る。

電子カルテのトップ画面に毎日表示して、意識づけ
を行っている。

・電子カルテのトップ画面に毎日表示して、意識づ
けを行っている。

①
具
体
的
目
標

・診療単価の1割アップ ・同規模医療機関での加算取得内容を確認し、未取
得なものについて取得を図る。
・加算取得に必要な要件を満たすために職員の研修
派遣を行う。

・来院頻度の少ない外来患者や訪問診療患者の状態
把握のための検査を定期的に行う。

９月に３つの加算を取得した。
・機能強化加算
・排尿自立支援加算
・せん妄ハイリスク加算
意識した診療ができていない。

・職員による研究もあり、年間で11の新規加算を取
得した。
①医療DX推進体制整備加算　②歯科技工士連携
加算１及び光学印象歯科技工士連携加算　③歯科
技工士連携加算２　④外来・在宅ベースアップ評価
料（１）　⑤歯科外来・在宅ベースアップ評価料(１)
⑥入院ベースアップ評価料67　⑦光学印象　⑧機
能強化加算　⑨せん妄ハイリスク患者ケア加算　⑩
排尿自立支援加算　⑪外来排尿自立指導料

・内視鏡やエコーの検査体制を強化する。 上半期(４～９)の実績
内視鏡(R6/R5)287/263＝109.1％
エコー(R6/R5)188/177＝106.2％
と増加した。

・フォローアップ検査を積極的に行う。
・夜間診療でインフルエンザワクチン接種を行う。 夜間での接種を開始した。

外来及び入院患者
の診療単価のアップ

病床利用率の向上 ②
課
題

、
特
記
事
項

・レスパイト入院対象を当院訪問診療以
外に広げるかどうか、レスパイト入院の受
け入れ条件の見直し検討が必要である。

施設名

基本理念
（まごころ病院の願い）

患者さんの、心の痛みを知る感受性と、患者さんの、身体の痛みをやわらげる
医療技術とを。
そして、共に、癒し癒されんことを。

今年度の取組項目とその具体的目標等

①具体的目標（何のために、どのような状態に
するのか、何をしたいのか簡潔に記載）
②課題、特記事項等

・2月にクラスターが発生したが、的確な対応により
拡大を防ぐことができた。

・外来患者や訪問診療患者の状態把握のため、積
極的に定期検査を行う。
　令和6年度実績
  　内視鏡(R6/R5)464/439＝105.7％
  　エコー(R6/R5)287/285＝100.7％

②
課
題

、
特
記
事
項

・院内の情報交換や意見調整を積極的に
行い、サービスの向上と均一な提供を図
る。
・他の医療機関（特にも同程度の規模や
機能の機関）の、取り組みを研究し、医療
提供内容を見直す。
・疾患や病態に応じたベッドコントロール
を行い、柔軟な治療提供体制を整える。



令和６年度　目標達成に向けた取組の管理シート

施設名

基本理念

中間報告（９月末時点） 期末報告(３月末時点)

取組項目
目標を達成するための、具体的な方法、手段、ス
ケジュール等

・４～９月における進捗状況(活動実績・課題等)
・10～３月に向けた取組等

・10～3月における進捗状況(活動実績・課題等)
・その取組による効果(達成できなかった理由等)
・次年度に向けた引継事項等

①
具
体
的
目
標

健診の重要性を啓発し健診の受診者数を増やす
ことにより経営面では増収を図り疾病予防にも貢
献する。具体的目標としては、１ヶ月当たり受け入
れ数を現在の60人から65人に増やすことを目指
す。

②
課
題
・
特
記
事
項
等

・外来患者の待ち時間に悪影響が出ないような配
慮が必要である。
・健診開始時間を早めるなどの対策により職員の
時間的ゆとりが失われることへの配慮が必要であ
る。
・奥州市民に健診の重要性がまだまだ浸透してい
ない現状がある。

①
具
体
的
目
標

・職員が心療内科の本質を理解し心身医療を診
療に活かすスキルを習熟する。
・患者に寄り添う心身医療を通して全人的医療を
患者・家族に提供できる。

②
課
題
・
特
記
事
項
等

・全職員が多忙な業務中に習得する機会を確保
するためにはどうするか。
・受診を希望される患者やその家族から連絡をも
らった時はその都度対応のため、問診をストップし
て電話対応を行い診療業務中断しないためにどう
するか。
・患者やその家族、地域住民に周知を図るために
はどうするか。

・"ここから知っ得館"を集団栄養指導と合わせ４
月から開設しており、通院患者を始め前沢地区を
主とした奥州市民への疾病予防啓発活動の発信
をしている。(実績56名)
・所長による出前講座が積極的に稼働されるよう
各地区センターや行政区長等へ随時働きかけて
いる。(今年度実績１団体)
・月・火・水の健診予約枠を午前・午後に各３名(６
名/日)の予約枠へ変更し、１ヶ月の受け入れ人数
を効率よく増やしている。(Ｒ６実績229人：昨年比
41人増)
・地域団体、民間医療機関、行政と連携した健康
イベント「奥州前沢健康フェスタ2024」を９月に開
催した。（来場者203人、健康チェック延べ761人）

令和６年度の健診受検者数は454人となり、前年
比40人・9.7％の増加となった。
(1)取り組んだ事項は次のとおり。
・健診予約枠の拡充により受け入れ態勢を整備し
た。
(2)関連する取り組みの状況と今後については次
のとおり。
・４月から開設した"前沢診療所　こころとからだの
健康知っ得館"及び集団栄養指導を下半期には５
回開催し、参加者数は28名であった。上半期実績
には及ばなかったが、総じて参加者から前向きな
感想が聞かれており、継続的な周知活動により多
くの参加者を呼び込むことが必要と考えている。
・地域内での出前講座の積極的な利用促進と合
わせ、地区センターや行政区長等へ継続的な働
きかけ、健康フェスタといったイベント時の啓発が
重要である。

心療内科の専門性
を活かした医療提供

・月に1回程度、昼休み時間（30分程度）を利用し
心療内科に必要な専門知識を学習する研修会を
開催する。学習した内容はビデオで記録し、全職
員が都合のよい時間に閲覧、学習出来るように配
慮する。講師は所長、臨床心理士等とし、その他
のスタッフもそれぞれの職種の専門性を活かした
内容で講演発表し、医療提供の質の向上に努め
る。
・問診を他の電話で中断させないため受診相談・
問診の効率化化を図る。方法として①「心療内科
電話問い合わせ対応マニュアル」を使用し適切な
対応を行う。②受診相談の時間の確保：診療時間
受付終了が11時と16時のためその時間以降に行
う。③決められた時間外に来た電話に対しては事
務で連絡票に記入してもらい、後から看護師が連
絡する。
・「出前講座」「集団栄養指導」「健康フェスタ」情報
等を市ホームページ等や所内掲示等で随時発信
し、健診受診者や患者の増加を図る。

・月に１回昼休み時間を利用し臨床心理士から
「自律訓練法」、医師から「心身医学総論Ⅰ」、「心
身医学総論Ⅱ」、「予防医療啓発活動報告」、「睡
眠衛生指導」の６回の研修を行い専門知識を学習
した。学習した内容はビデオ等で記録し、全職員
が都合のよい時間に閲覧、学習出来るように配慮
した。
・①「心療内科 電話問い合わせ対応マニュアル」
により看護師が適切に対応した。②受診相談の時
間を11時と16時以降とし、看護師は診療に集中で
きた。③11時と16時前の電話には事務が対応し
看護師に引継ぎ、連絡できた。
・「出前講座」「集団栄養指導」「健康フェスタ」情報
等を市ホームページ等や所内掲示等で随時発信
している。「掲示を見た」ことによる集団栄養指導
や健康フェスタへの参加申し込みを受けている。

心療内科の受診を希望する患者の相談に応えら
れるよう体制整備を行い、適宜、医療提供を行っ
た。
(1)取り組んだ事項は次のとおり。
・所長をはじめとする専門スタッフによる学習会を
４回開催、診療所内における心療内科のスキル
向上に努めた。
・心療内科の受診は予約制をとり、通常より長い
時間の予約枠を設けることで患者に寄り添う医療
体制を整えた。
(2)関連する取り組みの状況と今後については次
のとおり。
・"前沢診療所　こころとからだの健康知っ得館"に
おいて「こころとからだの関係」をテーマとした展示
により来所者の学習を支援した。
・心療内科の受診を希望する電話問い合わせに
ついて、一定の対応時間帯を設定して所内での取
り次ぎを徹底することにより、別件診療中の作業
中断を減らすことができ、業務効率の低下を防い
だ。
・今後も内科と心療内科の適度な均衡をとった運
営が必要である。

前沢診療所

思いやりの心をもち　心身を両面からみる頼れるかかりつけの診療所

今年度の取組項目とその具体的目標等

①具体的目標(何のために、どのような状態にするのか、
何をしたいか簡潔に記載)
②課題、特記事項等

健診の啓発と受診
者数の向上

・前沢診療所こころとからだの健康知っ得館（休床
中の2階病棟に設置）を４月から開設し、通院患者
を始め前沢地区を主とした奥州市民への疾病予
防啓発活動の発信基地としての確立を目指す。
・所長による出前講座が積極的に稼働されるよう
各地区センターや行政区長等へ随時働きかける。
・月・火・水の午前のみに5名であった予約枠を午
前・午後に各3名（6名/日）の予約枠に６月から変
更し、１ヶ月の受け入れ人数を効率よく増やす。
・地域団体、民間医療機関、行政と連携した健康
イベント「奥州前沢健康フェスタ2024」を９月に開
催する。



令和６年度　目標達成に向けた取組の管理シート

施設名

基本理念

中間報告（９月末時点） 期末報告(３月末時点)

取組項目
目標を達成するための、具体的な方法、手段、ス
ケジュール等

・４～９月における進捗状況(活動実績・課題等)
・10～３月に向けた取組等

・10～3月における進捗状況(活動実績・課題等)
・その取組による効果(達成できなかった理由等)
・次年度に向けた引継事項等

①
具
体
的
目
標

・登録患者数について、令和５年度末時点の７名
から16名への増を目指す。

②
課
題
・
特
記
事
項
等

・常勤医師１名が６月末で退職予定であることか
ら、医療提供体制の確保が急務。
・主治医が変更となる場合、患者及び家族の理解
を得ることが必要。
・遠隔診療は、毎週火曜日の午後に実施。

①
具
体
的
目
標

・市健診の実施件数について、令和５年度の実績
（85件）以上を目指す。

②
課
題
・
特
記
事
項
等

・常勤医師１名が６月末で退職予定であることか
ら、医療提供体制の確保が急務。

・７月に内部検討を行い、遠隔診療決定までの流
れを再確認するとともに、登録患者の主治医変更
及び診療応援医師も含めた実施体制の方向性を
決定。（診療応援医師は、７月に対面診療を行っ
て遠隔診療を決定し、８月から遠隔診療を開始）
・医師からの働きかけに加え、通院中の患者で遠
隔診療が望ましいと思われる患者に外来看護師
が働きかけ（意向確認等）を行い、主治医と相談し
て遠隔診療へつなげることとした。
・操作マニュアルについては、概ね完成。担当職
員以外のフォローアップ体制確立に向けた研修を
開始。
・10月から非常勤医師による金曜日午後の遠隔
診療実施について検討。

・医師からの働きかけに加え、通院中の患者で遠
隔診療が望ましいと思われる患者に外来看護師
が働きかけ（意向確認等）を行い、主治医と相談し
て遠隔診療へとつなげた。結果、登録患者数は22
名となり、増加へとつながった。
・操作マニュアルにより、担当職員以外のフォロー
アップ体制確立に向けた研修を行った。
・毎週火曜日の午後に実施のほか、10月から非
常勤医師による隔週金曜日午後の遠隔診療を実
施。

健診の受診率向上
策検討

・７月以降の診療体制に合わせた健診実施枠を６
月末までに検討。
・更新後の電子カルテシステムにおける健診予約
及び健診オーダー等の仕組みを６月末までに確
立。
・健診受診ポスターやチラシ等の所内掲示方法を
９月末までに検討。
・通院患者への働きかけ方法の検討。

・７月以降の医師の診療体制に合わせた健診実
施枠を設定。ただし、現状の診療体制では、健診
実施枠の確保が困難な状況であることが課題。
・更新後の電子カルテシステムにおける健診予約
及び健診オーダー等の仕組みを６月に構築し、運
用を開始。
・７月に掲示物の所内ラウンドを実施し、掲示場所
を種別ごとに整理。

・７月以降の医師の診療体制に合わせた健診実
施枠を設定した。
・更新後の電子カルテシステムにおける健診予約
及び健診オーダー等の仕組みを６月に構築し、運
用を開始している。
・７月に掲示物の所内ラウンドを実施し、掲示場所
を種別ごとに整理した。
・通院患者には通常受診の際に、医師から健診を
受診するよう声掛けを行った。
・市健診の実施件数について、令和６年度の実績
で80件。５年度と比較し件数で５件の減となった。
その理由として常勤医師の退職により、２名体制
から１名体制となったことで、外来患者が減少し
た。これに比例し、従来行っていた通常受診日の
同日健診も減少した。

衣川診療所

思いやりの心を常に持ち信頼される地域医療をめざします。

今年度の取組項目とその具体的目標等

①具体的目標(何のために、どのような状態にするのか、
何をしたいか簡潔に記載)
②課題、特記事項等

モバイルを活用した
遠隔診療の実施

・医師減に伴う問題や課題を７月中に整理。
・対象患者の抽出方法及び対象患者への働きか
け方法を８月末までに検討。
・９月から登録患者数を増やせるよう関係部署等
も含めて実施体制を協議。
・９月末までに遠隔診療の通信機器及び医療機器
の操作マニュアルを作成し、担当職員以外のフォ
ローアップ体制を整える。



令和６年度　目標達成に向けた取組の管理シート

施設名

基本理念

中間報告（９月末時点） 期末報告(３月末時点)

取組項目
目標を達成するための、具体的な方法、手段、ス
ケジュール等

・４～９月における進捗状況(活動実績・課題等)
・10～３月に向けた取組等

・10～3月における進捗状況(活動実
績・課題等)
・その取組による効果(達成できなかっ
た理由等)
・次年度に向けた引継事項等

①
具
体
的
目
標

将来的な患者数を見据えた、適正な職員体制を
確立する。

②
課
題
・
特
記
事
項
等

職員の病気休暇（インフルエンザや新型コロナウ
イルスなど）や子等の看護休暇を考慮したうえで
の、持続可能な医療提供体制を検討することが必
要。
通院困難な患者を支えるための、訪問歯科診療
の実施体制の確保。

①
具
体
的
目
標

令和４年度から令和５年度の年間外来患者数の
減少率が8.1％であったことから、減少率8.1％以
下を目指す。

②
課
題
・
特
記
事
項
等

・４月から会計年度任用職員の歯科衛生士１名を
任用し、診療体制の充実を図れたことで、計画的
な予約調整や急患対応が可能となり、外来患者
数の増加（４月～９月　R５年度対比15.1％増）に
つながっていることから、持続可能な医療提供体
制として、現在の医療スタッフ体制を基本として考
える。

・４月から会計年度任用職員の歯科衛生士１名を
任用し、診療体制の充実を図れたことで、計画的
な予約調整や急患対応が可能となった。外来患
者数の増加（R５年度対比356人：7.7％増）につな
がっていることから、持続可能な医療提供体制と
して、現在の医療スタッフ体制を基本とする。

患者数の減少抑制
対策

・衣川地域の広報（衣かわら版）を活用し、住民向
けの情報発信を年２回以上実施する。
・患者サービスの向上を図るため、上期中に
キャッシュレス決済を導入する。

・衣川地域の広報（衣かわら版）９月号に記事掲
載。年内に２回目の記事掲載を予定。
・４月から認定こども園（あゆみ園）の保護者あて
に歯科だよりを１回/月発行し、歯に関する情報提
供を開始。
・８月１日からカード決済を開始。電子マネーも可
能となっているが、運用について検討中。ＱＲカー
ド決済については、現在手続き中（審査中）。

・衣川地域の広報（衣かわら版）に各種歯科健診
及び歯の定期健診受診に関する記事を掲載し
た。
・認定こども園（あゆみ園）の保護者あてに歯科だ
よりを１回/月発行し、歯に関する情報提供を行っ
た。
・患者サービスの向上を図るため、８月１日からク
レジットカード決済を開始した。
・10月にケアマネジャーを対象とした訪問口腔ケア
研修会を開催したところ、参加者からの依頼があ
り、訪問歯科診療が増加した。

衣川歯科診療所

衣川地域唯一の歯科診療所として、地域住民の口の健康を守り、健康増進に寄与する。

今年度の取組項目とその具体的目標等

①具体的目標(何のために、どのような状態にするのか、
何をしたいか簡潔に記載)
②課題、特記事項等

へき地診療所として
の医療提供体制の
確保

令和４～５年度の職員体制と患者数をベースに、
９月末までに必要な各職種の職員体制を検討し、
令和７年度からの適正な職員体制を確立する。


